
 

 

 

2016.8.6 (第１土曜日)18:00～20:00 日本野鳥の会大阪支部  ツバメのねぐら入り観察 

担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425） 

 ８月、炎天下の河川敷コースを歩く第１日曜日の定例探鳥会は夏休み、その代わりに前日６日土曜日の

夕方、淀川の対岸鵜殿のねぐらに入る「ツバメのねぐら入り観察会」です。 

１．先月７月は清掃探鳥会  ゴミを拾いながらバードリスニング

の清掃探鳥会、ウグイスの声が切れ目なし、シジュウカラも多かったが、

期待して今月の鳥としたオオヨシキリなど、草原の鳥は少なかった。 

スタート地点から穂谷川堤防は住宅地で歩く人もありゴミは多かった

が、河川敷の探鳥コースは利用する人がサイクリング車・ランナー・バー

ドウォッチャーで、思いのほかゴミが少なかった。枚方市の最高気温が

34℃を超えた暑い日ではあったが、薄曇りで木陰にさわやかな風が通り、

ゴミ拾いもそれほど苦にならなかった。         戦果→ 

３．今月はツバメのねぐら入り  牧野探鳥会コースの

淀川対岸は高槻市鵜殿、淀川河川敷内で最も大きなヨシ原です。

そこに周辺で巣立ったツバメの若鳥や親鳥が、夕方、日の入り時

間に集まってきますが、今年、鵜殿のねぐら場所が移動したので

ないかとの情報があり、確認中です。 

ツバメは右図のように、３月下旬ころ越冬地から大阪近郊に

戻ってきて、民家の軒先などで巣作り・子育てをします。巣立っ

たツバメは巣に戻らなくなることを経験されていると思います

が、その頃ツバメはヨシ原などに集まり夜を過ごします。ツバメ

が集まる所を「ねぐら＝塒」といいますが、大阪府北部では高槻

市鵜殿、豊中市赤坂下池などにあります。 

秋たけなわの 10 月、街中やねぐらにツバメの姿が見えなくな

るのは、ツバメは南国の越冬地へ渡ったためです。 

４．カラスウリの開花  牧野ツバメのねぐら観察会の定

番となっているおまけは、ねぐら

入り前にカラスウリのつぼみを確

認しておき、ねぐら入り終了（１時

間ほど）後にカラスウリの花が咲

いているところを観察することで

す。左は昨年 8月 1日、1時間での変化です。 

５．次回９月４日(日)9:00～14:00 通常の定例探鳥会    

残暑が厳しくても鳥の世界は秋、9月に入ると秋の渡り鳥が戻っており、林の中

ではヒタキの仲間（コサメビタキなど）やムシクイの仲間（センダイムシクイなど）

が期待できます。猛暑が続いていると思われますので、熱中症対策を充分にしてご

参加ください。 

また、牧野探鳥会は他に

比べ鳥が多いけれども、探鳥コースに「トイレが無い・自

転車が危ない」の二重苦が、アキレス腱になっています。

サイクリング車が一日数百台、猛スピードでひっきりなし

に通過するので、ぶつかると怪我をして痛い目に合うのはバ

ードウォッチャーです。前後左右に目を配り、「自転車から自

分を守る」ようお願いします。 
160703 ゴミ拾いの横を自転車通過 



 

牧野探鳥会 観察鳥リスト 

科名 鳥名　

5/1 6/5 7/3 8/6 9/4 10/2 5/1 6/5 7/3 8/6 9/4 10/2

5 キジ キジ 22 4 420 モズ モズ 45 5

21 カモ ツクシガモ 1 雨 435 カラス ハシボソガラス 51 17 雨 ○

26 カモ オカヨシガモ 22 天 436 カラス ハシブトガラス 49 5 天 ○

27 カモ ヨシガモ 5 中 438 キクイタダキ キクイタダキ 7 中

28 カモ ヒドリガモ 22 止 442 シジュウカラ ヤマガラ 6 止

29 カモ アメリカヒドリ 5 443 シジュウカラ ヒガラ 1

30 カモ マガモ 26 2 445 シジュウカラ シジュウカラ 46 20 ○

32 カモ カルガモ 42 12 ○ 452 ヒバリ ヒバリ 32 3

34 カモ ハシビロガモ 1 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

35 カモ オナガガモ 6 457 ツバメ ツバメ 26 9 ○

36 カモ シマアジ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 7

37 カモ トモエガモ 1 461 ツバメ イワツバメ 18 12

38 カモ コガモ 30 5 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 51 20 ○

42 カモ ホシハジロ 14 464 ウグイス ウグイス 48 47 ○

46 カモ キンクロハジロ 16 466 エナガ エナガ 38 10 ○

47 カモ スズガモ 2 476 ムシクイ オオムシクイ 1

59 カモ カワアイサ 22 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 18 480 ムシクイ センダイムシクイ 4 2

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 24 483 メジロ メジロ 37 7 ○

74 ハト キジバト 49 5 ○ 492 ヨシキリ オオヨシキリ 14 3 ○

127 ウ カワウ 48 9 ○ 499 セッカ セッカ 13 3 ○

139 サギ ゴイサギ 5 1 506 ムクドリ ムクドリ 48 23 ○

141 サギ ササゴイ 9 2 ○ 508 ムクドリ コムクドリ 3

144 サギ アオサギ 50 8 ○ 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 47 2 ○ 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 39 1 ○ 521 ヒタキ シロハラ 24

153 トキ ヘラサギ 1 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 2 525 ヒタキ ツグミ 26

170 クイナ ヒクイナ 3 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 3 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 15 540 ヒタキ ジョウビタキ 26

185 カッコウ ホトトギス 1 542 ヒタキ ノビタキ 6

192 アマツバメ アマツバメ 2 549 ヒタキ イソヒヨドリ 10 2

195 チドリ ケリ 16 552 ヒタキ エゾビタキ 1

202 チドリ イカルチドリ 6 3 554 ヒタキ コサメビタキ 5

203 チドリ コチドリ 16 4 558 ヒタキ キビタキ 5 2

204 チドリ シロチドリ 4 560 ヒタキ オジロビタキ 1

227 シギ チュウシャクシギ 2 561 ヒタキ オオルリ 3 1

235 シギ アオアシシギ 1 2 569 スズメ スズメ 51 20 ○

239 シギ クサシギ 1 573 セキレイ キセキレイ 11

241 シギ キアシシギ 1 1 574 セキレイ ハクセキレイ 46 2 ○

244 シギ イソシギ 32 2 575 セキレイ セグロセキレイ 44 2 ○

251 シギ トウネン 1 584 セキレイ タヒバリ 9

286 カモメ ユリカモメ 15 78 586 アトリ アトリ 18

293 カモメ ウミネコ 2 587 アトリ カワラヒワ 48 25 ○

294 カモメ カモメ 1 588 アトリ マヒワ 6

299 カモメ セグロカモメ 8 592 アトリ ベニマシコ 24

307 カモメ コアジサシ 4 2 600 アトリ シメ 21

339 ミサゴ ミサゴ 31 1 602 アトリ イカル 9

340 タカ ハチクマ 2 610 ホオジロ ホオジロ 48 5 ○

342 タカ トビ 35 1 614 ホオジロ ホオアカ 1

349 タカ チュウヒ 1 617 ホオジロ カシラダカ 16

355 タカ ハイタカ 12 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

356 タカ オオタカ 11 624 ホオジロ アオジ 29

357 タカ サシバ 1 628 ホオジロ オオジュリン 7

358 タカ ノスリ 15  キジ コジュケイ 6 2

366 フクロウ オオコノハズク 1  ハト カワラバト(ドバト) 50 40 ○

383 カワセミ カワセミ 43  カッコウ カッコウSP 2 1

388 キツツキ アリスイ 4 カモ アイガモ 1

390 キツツキ コゲラ 40 5 ○

393 キツツキ アカゲラ 1 48 25

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 16 439

407 ハヤブサ ハヤブサ 15 39 8
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